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Cr)群　集　札幌腎戚病患名友の会

札幌市東tx｣ヒ18集束1 1日

東茶クインテス内

諾･発行所lヒ海道身体障害名til体

定期刊行物協会

平成10年度

札幌腎友会第23回定期総会議案
日　時:平成10年5月10日(日) AM〕O:00-12:00

場所:札幌市北区北25条西6丁目

札幌市北区民センター1階集会室

総会のご案内について
上記のとおり総会を開催致しますので､ぜひご出席下さい｡

なお､当日都合により出席のない方は､総会の運営上委任状提出者とし議

事議決の権限を議長に委任させていただきます｡

また､文書発言用紙により意見を述べる事ができます｡

総会当日は､この議案書を必ずご持参下さい｡

札幌腎臓病患者友の会

I
捻
会
会
場
案
内
図



第23回総会次第

1.開会のあいさつ

2.黙とう

3.会長のあいさつ

4.来賓のあいさつ

5.祝電､メッセージ披露

6.議長選出

7.報告事項

(1)平成9年度　活動報告

(2)平成9年度　決算報告

(3)平成9年度　監査報告

8.審議事項

(1)平成10年度　活動方針(秦)

(2)会　　則　　改　　正(秦)

(3)平成10年度　予　　算〔案)

(4)平成10年度　新役員(莱)

〔5)そ　の　他

9.閉会のあいさつ 12:00



(μ)北塩１輯柄連づ抑ヽ4'

平成10月５月14日

札幌腎麟病患者友の会

　　

会長鈴木啓三

総会のお礼

拝

　

啓

　

風薫る今日この頃となりましたが。ますますご清栄のこととお慶び申

し上げます。

　

この度、当札幌腎友会第２３回定期総会に際しましては、心温まる祝

電、メッセージを賜り誠にありがとうございました。

　

おかげ様で総会も無事終了し、新たな気持ちで新年度の活動に臨む事

が出来ました。今後とも、ご指導ご鞭鍵を賜わりますよう、よろしく

お願い申し上げます。

ここに、皆様のご活躍を祈念し、お礼のあいさつとさせて頂きます。

敬

　

具

-

ヶ｜
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平
成
九
年
度
国
は
'
行
政
政
孝
を
掲

げ
ま
し
た
が
'
看
板
の
掛
け
変
え
だ
け

で
終
わ
り
そ
う
で
す
｡

官
僚
の
堕
落
'
そ
の
上
金
融
擁
関
の

負
債
に
多
額
の
お
金
が
投
入
さ
れ
る
な

ど
､
内
の
資
産
は
ど
ん
ど
ん
む
し
ば
ま

れ
て
い
ま
す
o
逆
に
､
医
療
保
険
制
度

の
改
作
等
で
私
た
ち
に
負
担
増
を
押
し

つ
け
る
厳
し
い
福
祉
や
医
療
改
悪
が
進

め
ら
れ
て
い
ま
す
｡

臓
器
移
植
法
施
行
(
平
成
九
乍
十
月
1
.

介
護
保
険
法
成
立
(
平
成
九
年
十
■
一
月
)

等
'
仕
組
み
'
制
度
が
ど
ん
ど
ん
変
わ

っ
て
い
く
こ
と
に
､
危
棟
感
を
強
く
感

じ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
o

会
柄
動
で
は
､
例
年
を
卜
回
る
多
く

の
会
員
に
参
加
を
戴
き
､
摘
発
に
行
う

こ
と
が
出
来
ま
し
た
｡
今
後
も
一
層
の

ご
協
力
を
お
願
い
致
し
ま
す
｡

主
な
経
過
報
告
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5
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2
5
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5
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2
9
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6
月
2
6
日
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月

6

日

7
月
1
0
日

機
関
紙
『
生
き
る
仲
間
』
第
4
0
号
(
議
案
書
)
発
行

二
役
会
議
　
道
腎
協
総
会
交
流
会
打
合
せ

第
2
2
回
礼
幌
腎
友
会
定
期
総
会
(
北
区
民
セ
ン
タ
-
7
3
名
)

道
腎
協
2
0
閏
年
記
念
総
会
交
流
会
(
走
山
渓
粕
の
湯
)

道
腎
協
2
0
周
年
記
念
総
会
札
幌
大
会
･
医
療
講
演
(
ホ
テ
ル
ユ
一

オ
ン
)

ン
ク
リ
エ
ー
シ
T
l
ソ
実
れ
委
員
会
(
ケ
イ
ン
テ
ス
9
名
)

三
役
会
議
　
第
1
回
幹
事
会
に
つ
い
て
へ
ク
イ
ン
テ
ス
8
名
)

春
の
ン
ク
リ
こ
-
シ
ョ
ン
実
施
　
(
モ
エ
レ
健
康
セ
/
夕
I
6
0
名
)

サ
ボ
テ
ン
の
会
会
議
(
ク
イ
ン
テ
ス
8
名
)
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2
5
日

2
月
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日
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月
5
H
H

3
月
1
0
日

3
月
1
5
日

第
1
回
幹
事
会
･
役
員
勉
強
会
へ
北
区
民
セ
ン
タ
-
3
9
名
〕

キ
リ
ン
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
9
7
千
歳
へ
サ
ボ
テ
ン
の
兵
な
ど
9
名
)

炊
事
遠
足
実
行
委
員
会
(
ク
イ
ン
テ
ス
1
 
0
名
〕

北
海
道
難
病
遵
全
道
集
会
(
か
で
る
2
　
7
　
1
 
1
名
)

株
閏
紙
『
生
き
る
仲
間
』
第
4
1
号
発
わ

｢
特
定
疾
患
に
自
己
負
担
導
入
反
対
｣
の
葉
書
運
動
開
始

炊
事
遠
足
(
支
萄
湖
モ
ー
ラ
ソ
ソ
キ
ャ
ン
プ
場
9
8
名
)

第
1
回
会
則
改
正
検
討
委
員
会
(
ク
イ
ン
テ
ス
6
名
)

第
2
回
会
則
改
正
検
討
委
員
会
(
ク
イ
ン
テ
ス
6
名
)

腎
提
供
登
録
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
実
行
委
員
会
(
ク
イ
ン
チ
ス
1
1
名
)

サ
ボ
テ
ン
の
会
炊
事
遠
足
(
月
形
皆
菜
園
2
3
名
)

第
卜
七
回
腎
提
供
登
録
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
　
(
大
通
り
3
r
R
9
6
名
)

第
3
回
会
則
改
止
検
討
委
員
会
(
ク
イ
ン
チ
ス
6
名
)

三
役
会
議
　
会
則
改
止
　
(
秦
)
　
の
検
討
会
議
(
ク
イ
ン
テ
ス
6
名
)

(
臓
器
移
植
法
施
行
〕

第
2
回
幹
事
会
(
難
病
セ
ン
タ
ー
3
9
名
)

国
会
請
願
署
名
募
金
運
動
開
始

機
関
紙
『
生
き
る
仲
間
』
第
4
2
日
勺
発
行

交
通
費
助
成
及
び
障
害
者
計
画
の
進
行
状
況
調
香
(
札
幌
　
恵
庭
･

北
広
島
･
当
別
)

ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会
実
行
委
員
会
(
ク
イ
ン
チ
ス
5
名
)

幹
事
新
年
会
(
ホ
テ
ル
札
幌
会
館
3
2
名
)

ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会
(
青
木
ボ
ウ
ル
8
6
名
)

三
役
会
議
.
第
3
回
幹
卓
会
に
つ
い
て
　
(
グ
イ
ン
テ
ス
1
 
1
名
)

機
関
紙
『
生
き
る
仲
間
』
第
4
 
3
]
り
(
P
R
版
)
発
行

第
3
回
幹
事
会
(
難
病
セ
ン
タ
ー
4
 
3
名
)



腎キャンペーン

主
な
活
動
報
告

山
の
応
援
の
中
元
気
一
杯
の
投
球
で
始

ま
り
ま
し
た
｡
あ
ち
ら
こ
ち
ら
で
ス
ペ

ア
や
ス
ト
ラ
イ
ク
の
嵐
へ
　
l
時
間
が
あ

-
会
員
の
拡
大
と
組
織

の
強
化

仲
間
意
識
を
強
く
枯
ら
､
会
の
存
在

活
動
を
知
り
､
共
に
諸
問
題
に
立
ち
向

か
い
'
未
加
入
者
に
も
組
織
の
大
切
さ

を
ア
ピ
ー
ル
し
て
参
り
ま
し
た
｡

結
果
は
会
員
数
二
三
三
二
名
　
(
辛

成
八
年
度
三
月
未
会
員
数
一
㌧
一
∴
ハ

L
J
:
,
･2

　
親
睦
交
流
活
動

①
モ
ユ
レ
健
康
セ
ン
タ
ー
日
帰
り
の
旅

(
七
月
｣
ハ
日
)

高
齢
者
に
も
沢
山
参
加
し
て
戴
け
る

様
に
'
近
隣
(
東
区
モ
エ
レ
)
　
を
選
び

ご
案
内
し
た
と
こ
ろ
へ
総
勢
六
〇
名
と

例
午
よ
り
二
倍
の
会
員
　
家
族
の
方
々

に
参
加
し
て
戴
き
ま
し
た
｡
薬
草
湯

サ
ウ
ナ
等
に
入
り
'
豪
華
な
弁
当
を
食

べ
'
余
興
に
ビ
ン
ゴ
ゲ
ー
ム
　
カ
ラ
オ

ケ
が
出
て
'
日
頃
の
ス
ト
レ
ス
を
お
も

い
き
り
発
散
し
楽
し
い
一
日
を
過
ご
し

ま
し
た
｡

足逮辛炊

っ
と
言
う
間
｡
試
合
終
了
後
二
階
で
食

事
と
表
彰
式
が
行
わ
れ
､
発
し
い
一
日

を
過
ご
し
ま
し
た
0

3
　
腎
提
供
登
録
に
関
す

る
運
動

l
〇
月
古
口
　
(
日
)
冷
た
い
雨
も
尽

頃
に
は
上
が
り
'
穏
や
か
な
日
差
し
の

中
､
大
通
準
二
丁
目
に
於
い
て
'
患
者

家
族
･
腎
バ
ン
ク
･
腎
移
植
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
･
ス
ノ
ー
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ

通
難
病
連
　
キ
ド
ニ
ー
会
　
札
幌
市
等

九
六
名
の
参
加
で
実
施
し
ま
し
た
｡

｢
臓
器
移
植
法
｣
成
立
後
初
の
街
頭
運

動
の
為
'
社
会
的
関
心
も
高
く
マ
ス
コ

②
炊
事
遠
足
　
　
　
　
(
八
月
三
一
日
)

的
年
度
は
雨
の
た
め
中
止
と
な
り
二

年
ぶ
り
の
重
石
湖
モ
ー
ラ
ッ
プ
キ
ャ
ン

プ
場
で
す
D
青
空
と
緑
'
そ
し
て
澄
ん

だ
湖
が
私
た
ち
を
迎
え
て
-
れ
ま
し
た
o

l
`
E
]
施
設
か
ら
九
八
名
の
轟
加
名
が
有

り
'
ジ
ン
ギ
ス
カ
ン
や
焼
き
鳥
等
に
舌

づ
つ
み
を
打
ち
ゲ
ー
ム
を
果
し
萩
太
陽

の
光
を
い
っ
ぱ
い
浴
び
て
心
地
良
い
汀

を
流
し
て
き
ま
し
た
｡

①
親
睦
ボ
ウ
リ
ン
グ
入
会(
二
月
二
二
日
)

総
勢
八
六
名
'
青
木
ボ
ウ
ル
で
'
沢

●



国会請願署名募金結果報告(全腎協･ J PC ･J PC健保改悪反対)

次頁へつづく

ミ
の
熱
心
な
取
材
も
あ
り
､
皆
さ
ん
頑

張
っ
て
用
意
し
た
テ
ィ
ソ
ン
ユ
チ
ラ

シ
　
意
思
奉
不
カ
ー
ド
を
完
全
配
布
し
'

市
民
に
臓
器
提
供
の
意
思
表
示
を
お
願

い
し
て
ヰ
ヤ
＼
ノ
ペ
ー
ソ
を
終
了
し
ま
し

た
0

4
　
道
腎
協
二
十
周
年
記

念
事
業
支
援
活
動

平
成
九
年
五
月
二
五
日
　
へ
日
)
ホ
テ

ル
ユ
ニ
オ
ン
で
道
腎
協
の
定
期
総
会
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
｡
前
R
の
一
.
E
l
口
に

定
山
渓
ホ
テ
ル
鹿
の
湯
で
交
流
会
が
行

わ
れ
､
踊
り
に
寸
劇
そ
し
て
ゲ
ー
ム
大

会
で
皆
さ
ん
を
歓
迎
し
ま
し
た
o

●

総
会
に
於
い
て
は
会
貞
の
由
力
に
よ

り
全
道
よ
り
二
七
〇
名
の
皆
さ
ん
に
参

加
し
て
戴
き
午
後
に
は
医
療
講
演
会
も

れ
わ
れ
'
無
事
終
了
す
る
こ
と
が
出
来

ま
し
た
｡

5
　
国
会
請
願
署
名
募
金

運
動

全
腎
協
の
｢
腎
疾
患
総
合
対
策
の
確

立
を
め
ざ
す
｣
国
会
請
願
署
名
募
金
運

動
及
び
1
P
C
の
署
名
募
金
運
動
が
行

わ
れ
､
署
名
は
t
n
_
接
国
会
議
員
に
渡
さ

れ
ま
し
た
｡
一
枚
の
著
名
が
牛
命
を
継

い
で
い
ま
す
｡
皆
さ
ん
の
息
の
長
い
運

動
が
必
蟹
で
す
o
今
後
も
ご
協
力
を
宜

し
く
お
願
い
致
し
ま
す
o
な
お
､
結
果

は
別
表
の
通
り
で
､
全
腎
脇
の
由
会
請

願
は
l
二
月
二
六
日
に
行
わ
れ
ま
し
た
o

ま
た
､
四
月
二
一
日
に
は
郎
年
度
二

月
中
旬
に
難
病
連
か
ら
依
頼
さ
れ
ま
し

た
｢
健
保
改
悪
反
対
｣
と
｢
真
の
介
護

保
障
を
求
め
る
｣
1
P
C
の
由
会
請
願

署
名
募
金
が
行
わ
れ
ま
し
た
D
結
果
は

別
表
の
と
お
り
で
す
｡



前頁のつづき

札幌腎友会還元金(今腎協募金35%) 200,533円､ J PC還元金なし､ J PC健保改悪反対還元金3,14O円

今年o)全腎協国会講は郵ま3月26日に行われましたo

昨年度結果　全腎協署名含ま1 8,334名　募金額合計　409,805円(還7°金143,432円)

J PC署名合言1 5,361名　募金額合計　54.888円

皆様のご協力大変ありがとうございましたo



施設名 札幌北クリニック ��ｩHE��8ｧ｢��ﾃs���l施設名■売上額 清Efr泌尿鮎科5,000 

札幌北棟病院 途�3���南一条病院 ��r纉���

石川医院 途�3���サン内科外科病院 �#bﾃc���

田島クリニック23,900兼古循環器クリニック 剿ﾆﾂﾃ#���

渡井医院 ���2ﾃC���

芸術の森泌尿器科 �3"ﾃ����はまなす外科医院 ��bﾃ3���

中野医院 澱ﾃS���石狩病院18,000 

13,600 ��5,700 

H.Nメディック北広島 澱ﾃ#���Sbﾃ���� 迭�����3������

札幌東クリニック ��RﾃC���札幌厚牛病院 免ﾂﾃs�ｒ�

合計 �3#づ����



臓器移植基金募金箱回収金額報告

施設名金額 

札幌北クリニック4,105 

うえと医院 ��R經sR�

5,()()8 907 

L檎全病院 

≪会員の皆様へ》

㊥お楽しみ抽選会㊥

道腎協総会十勝大会(5月23･ 24日)へ

2名の方ご招待

札幌腎友会総会に出席された方の中から当日抽選で二名の~万

に､道腎協総会1-勝大会(5月24日)へ一泊2日で2名の方を

ご招待致します｡

●総会出席者全員に記念品を贈呈

7
　
会
則
改
正
に
つ
い
て

平
成
八
年
度
第
三
凹
幹
事
会
及
び
総

会
に
於
い
て
会
則
の
不
備
が
指
摘
さ
れ
､

全
面
的
に
見
直
し
'
し
っ
か
り
と
し
た

会
則
を
作
成
す
る
事
に
な
り
ま
し
た
｡

会
則
改
正
検
討
委
員
会
を
設
け
て
時

間
を
か
け
て
熱
心
な
論
議
を
尽
-
し
練

り
上
げ
幹
事
会
に
計
り
､
結
果
√
承
さ

れ
ま
し
た
｡

8
　
そ
の
他
の
活
動

m
　
役
員
勉
強
会

七
月
一
三
日
(
日
)
幹
事
会
終
了
後
､

札
幌
腎
友
会
会
則
及
び
活
動
全
般
に
つ

い
て
勉
強
(
T
T
T
l
論
)
会
を
行
い
ま
し
た
o

榔
　
サ
ボ
テ
ン
の
会
活
動

七
月
二
〇
日
(
R
)
　
キ
リ
ン
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
9
7
千
歳
に
札
幌
よ
り
九
名
参

加
へ
腎
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
′
山
い
ま
し
た
｡

文
､
九
月
二
五
R
　
(
R
)
　
に
月
形
町
営

楽
園
で
炊
事
遠
足
を
開
催
し
ま
し
た
G

二
一
`
.
名
の
会
員
　
家
族
が
集
ま
っ
て
親

睦
を
深
め
楽
し
く
過
ご
し
ま
し
た
｡

㈱
　
広
報
括
動

機
関
紙
｢
生
き
る
仲
間
｣
　
の
発
行

(
議
案
書
を
含
め
年
四
回
〕

｢
ぜ
ん
じ
ん
き
ょ
う
｣
　
(
七
回
)
'

｢
ど
う
じ
ん
｣
　
(
有
回
)

｢
透
析
ラ
イ
フ
｣
　
二
回
)
　
そ
れ
ぞ
れ

配
布
し
ま
し
た
｡

㈱
　
臓
器
移
植
基
金
募
金
箱
運
動

道
腎
協
で
実
施
し
て
い
る
臓
器
移
植

基
金
募
金
箱
運
動
は
､
毎
年
協
力
者
が

減
っ
て
き
て
､
今
年
度
は
次
の
と
お
り

で
す
｡今
後
'
皆
様
の
ご
脇
力
を
お
隈
い
い

た
し
ま
す
｡

な
お
､
募
金
は
全
額
道
腎
協
よ
り
北

海
道
腎
臓
バ
ン
ク
へ
寄
H
さ
れ
ま
す
o



平成9年度一般会計決算報告

自　平成9年4月1日

至　平成】0年3月31日

糾臼 冰ﾈ螽ｯ�¥R�決算額 儖Xﾖﾂ�

会費 途ﾃ#��ﾂｔ��7,580,000 姪�ﾃ3#9����

寄付金 �3�ﾄ���1234,696 

雑収入5,000 �32,982利子その他 

7,847,678 

前期繰越625,277 合計7,860,277 �625,277 

8.472,955 

科目予算額決算額備考 

加盟賛5,040,OOO5,306,ロoo 剔S腎協一道腎協会費 

総会費 �� 

会議費 售�S�������c"ﾃcッ�幹事会賛料他 

事務費 ��事務用品費他 

通信費 ��切手,発送資他 

事業費 ��親睦交枕会費 

参加費 ��全腎協総会参加費他 

事務Fta費900,000802,875 � 

活動費200,000198,625 � 

機関紙費 ��阜きる仲間3回発行 

雑費90,27723,993 剴d報代他 

特bJIJ会計へ �� 

小計 次期繰越 �� 

752,559 ��

で｢計 �� 



平成9年度特別会計決算報告

日　平成9年4月1日

至　平成10年3月31H

(収入の部)　　　　　　　　　　　　　(支出の部)

科目 舒�7b�科目 仞�ｧ｢�

国会請願募金 �#�2ﾃcs2� 田�ﾃsS��

llOO,000 �#X�D���xｾ��300,000 

吹 弍｢�i �｢��543,706 905.456 

JL 偬��

雑収入1,450 

前期繰越600,333 

平成9年度25周年記念

積立金決算報告

科H 仞�ｧｩOXﾖﾂ�

今年度積立金 今年度畷止金 鉄��ﾃ����

300,000特別会計より 

ム計 塔��ﾃ����

平成9年度　会計監査報告

自　平成9年4月1口

至　や成10年3月31日

私は札幌腎友会の平成9年度の決算報告に基づき関係喜頬､帳簿等を監査した結果､会計 

処理に間違いのないことを報告いたします. 

平成10年3月31日 

会計監査新山J｢紘印 

入谷憲男印 
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恩

は

じ

め

に

私
た
ち
腎
不
全
患
者
を
取
り
巻
-
'

医
療
や
福
祉
の
状
況
は
ま
す
ま
す
厳
し

く
な
っ
て
き
て
い
ま
す
o
既
に
他
部
何

県
で
は
､
財
源
不
足
の
た
め
㊥
(
重
度

心
身
障
B
I
E
者
医
療
費
助
成
制
度
)
　
の
昆

直
し
に
よ
る
打
切
り
や
所
得
制
限
の
導

入
な
と
が
始
ま
っ
て
い
て
､
札
幌
巾
や

北
海
道
に
於
い
て
も
'
い
つ
陶
の
見
直

し
が
実
施
さ
れ
R
己
負
担
が
出
る
か
も

分
か
ら
な
い
状
況
で
す
o

こ
の
よ
う
な
問
題
を
含
め
､
私
た
ち

の
医
療
と
福
祉
を
守
る
た
め
に
'
全
会

員
一
九
と
な
っ
て
活
動
し
て
い
き
ま
し

ょ

う

｡

主

な

活

動

目

標

-
会
員
の
拡
大
と
組
織

の
強
化

昨
年
は
約
一
■
c
O
人
会
員
が
増
加
し

ま
し
た
o
　
こ
れ
は
各
役
員
や
会
員
各
位

の
努
力
の
一
結
架
だ
と
思
い
ま
す
｡
引
き

続
き
役
員
や
会
員
各
位
の
方
に
頑
張
っ

て
戴
き
'
会
員
の
拡
大
と
組
織
の
強
化

に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
D

2
親
睦
交
流
活
動

日

レ

ク

リ

エ

ー

シ

ョ

ン実
行
委
員
会
設
置

脚
炊
事
遠
足
　
　
実
行
委
員
会
設
置

仰
ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会
実
行
委
員
会
設
置

㈱
文
化
交
流
活
動
　
実
行
委
員
会
設
置

3
全
腎
協
･
道
腎
協
お
よ

び
難
病
連
と
の
運
動

郎
健
康
保
険
制
度
及
び
福
祉
制
度
改

悪
に
反
対
す
る
運
動

榊
臓
器
捷
供
意
思
表
示
カ
ー
ド
携
帯
老

拡
大
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン実
行
委
員
会
設
置

㈱
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腎
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患
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対
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の
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の
全
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協
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1
P
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E
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願
署
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募
金
運
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㈱
難
病
連
の
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売
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に
協
力
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広
報
活
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機
関
紙
F
生
き
る
仲
間
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の
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わ
l
｡
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案
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と
し
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｢
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フ
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配
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㈱
そ
の
他
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そ
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活
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州
｢
サ
ボ
テ
ン
の
会
｣
の
活
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助
成

仏
役
員
の
人
材
育
成
と
発
据

㈱
役
員
勉
強
人
ム

会
則
改
正
(
秦
)
の
全
文
を
別
紙
(
p

1
 
6
-
p
1
8
)
　
の
通
り
掲
載
致
し
ま
し
た

の
で
'
内
容
を
よ
く
こ
検
討
の
1
こ
承

認
を
得
た
い
と
思
い
ま
す
り
で
宜
し
-

お
願
い
致
し
ま
す
D



平成10年度一般会計予算(莱)

自　平成10年4月1日

至　十成11年3月31日

科目金額 剩�l 

会費8,400,000 � 

寄附金 雑収入 鉄�ﾄ���Rﾃ���y育�+ｸ,ﾉ�ﾂ�

小計 唐ﾃCSRﾃ����

前期繰越 合計 都S"ﾃSS��l 

9.207,559 ��

科Hl 仞�ｧｩOXﾖﾂ�

加盟賛l 迭ﾃャ�ﾃ����ﾃC��kﾈ�紕�#��鈴�9�Hｺh自;��Hｺb�

鮫会費! �#S�ﾃ���ｶ8粂��斡�ｭh鐫)D粨*ｸ.�(xｭG�,h+X,B鎚+ｳ�ﾒ��ﾂ�

会議費 弗�ﾃ���ｫ(馼檠N�+ｸ,ﾉ�ﾂ�

事務費 ��S�ﾃ���駟k�w�V儂��

通信費 �3S�ﾃ����稲るJﾙ�yN��

事業費 �#S������Yg(ﾏ�zﾈ檠N��

参加費 �#��ﾃ����9�Hｺi�8ﾙ��X檍����N�ｩ;��Hｺi�ﾘ檍����N��

*#JF.1% 涛��ﾃ���駟k�ｼy+x耳檍ﾇh詹9jH駟k�ｼx勾�YN�6�486y�9�ﾂ�

活動費 �33�ﾃ����檠+xｨ�:餒��ﾂ�

幾関紙費 ��

慶弔費 鉄�ﾃ����

雑費 鉄�ﾃ����Xﾙ韶��I{��ﾂ�

予備費 鼎rﾃSS��

200,000 

です計 湯ﾃ#�rﾃSS��



平成10年度特別会計予算(莱)

白　平成1()年4月1日

李　平成11年3月31日

収入の郎　　　　　　　　　　　　　支出の部

科日金鮪科目 劍ｾ�ｧ｢�

150,OOO臓器撫供者拡人キャンペーン �100.000 

ZOO,000.25周年樹立金 �100,000 

雑収入 ��ﾃS���事務局強化積立金 鉄��ﾃ����

前期繰越 鉄C2ﾃs�b�予備費195,206 

介計 塔迭ﾃ#�b�〈計l895ー206 

平成10年度25周年記念積立金(莱)
白　平成10年4月1口

李　平成11年3月31日

科H 仞�ｽ��備考 

800,000 100,000 goo,OOO ��

;特別会計より 

で㌻計 � 

平成10年度事務局強化積立金(莱)
R　平成10年4月1日

季　平成11年3月31日



平成10年度　役員候補(莱)

英　　　　久

子　　明　美

渡lll宮　札
井　本　の　幌

医　医　森　南

院　院　記　青

息　洲

病　病

院　院

山　鵜　　川　佐　高　岩

田　川　　村藤　出　鮎

会

　

　

　

長

鈴
木
　
啓
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副

　

会

　

長

官
本
　
好
和

村
本
　
徳
雄

射
井
　
和
彦
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勇

揮
内
　
繁
雄

事
務
局
長

柳
沼
　
正
l

事
務
局
次
長

金
丸
　
洋
子

三
沢
　
祥
子

休

藤

　

　

功

会

　

　

　

計

石
井
　
典
子

会
計
監
査
役

新
I
;
　
花
紘

木
谷
　
憲
男

(
札
幌
北
ク
リ
ニ
ッ
ク
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(
北
三
条
泌
尿
器
科
ク
リ
ニ
ッ
ク
)

(
札
幌
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ク
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ク
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光
星
泌
尿
器
科
医
院
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清
田
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器
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仁
稔
会
病
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(
う
え
と
医
院
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札
幌
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ク
リ
ニ
ッ
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(
い
の
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光
星
泌
尿
器
科
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光
星
泌
尿
器
科
医
院
)

へ
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脇
中
央
病
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事

石
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医
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狩
病
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の
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え
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祥
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1
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メ

デ
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北
広
島

N
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札
幌
病
院
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笠
原
ク
リ
ニ
ッ
ク

兼
占
循
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器
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ッ
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内
科
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ッ
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北
三
条
泌
尿
器
科
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リ
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ッ
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清
田
泌
尿
器
科
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医
脇
中
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病
院

ク
ボ
タ
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尿
器
科

ク

リ

ニ

ッ

ク

ク
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ニ

ッ

ク
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札
幌

芸
術
の
森
泌
尿
器
科

光
星
泌
尿
器
科
医
院

幌
南
病
院

サ
ン
内
科
外
科
病
院

新
札
幌
循
環
器
病
院

坂
泌
尿
器
科
病
院

札
幌
北
ク
リ
ニ
ソ
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札
幌
厚
生
病
院
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幌
セ
ン
ト
ラ
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ク

リ

ニ

ッ
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札
幌
中
央
病
院

札
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東
ク
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ニ
ッ
ク

(
中
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重
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(
木
村
　
仁
l
)

(
遠
藤
大
三
郎
､
横
地
　
啓
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杉
田
　
正
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(
武
田
　
誠
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(
熊
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)
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豊
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高
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幹
子
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須
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多
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鈴
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友
幸
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芳
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)
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佐
々
木
美
智
子
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札
幌
北
檎
病
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佐
藤
医
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一
｡
樹
全
病
院

市
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札
幌
病
院
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幌
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道
病
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自
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仁
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仁
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岡
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院

(
篠
田
･
浅
野
)
　
坂
泌
尿
器
科
病
院
(
豊
島
)
･
札
幌
北
ク
リ
ニ
ッ
ク

(
高
橋
･
須
坂
∵
渡
井
医
院
(
鵜
川
･
林
･
山
田
∵
兼
古
循
環
器
ク

リ
ニ
ッ
ク
(
雨
宮
)
･
1
1
1
樹
会
病
院
(
岡
田
)

◎
ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会
実
行
委
月
会

へ
委
員
長
)
棚
田
ま
ゆ
み
(
田
島
ク
リ
ニ
ッ
ク
)

ハ
副
委
員
長
)
堀
井
　
和
彦
(
光
斤
泌
尿
器
科
医
院
)

(
委
　
　
員
V
 
H
 
N
メ
デ
ィ
ッ
ク
北
広
島
(
豊
田
)
･
札
幌
セ
ソ
ト
ラ
ル
ク
リ
ニ
ッ

ク
(
堀
田
∵
田
島
ク
リ
ニ
ッ
ク
(
三
上
)
･
小
笠
原
ク
リ
ニ
ッ
ク
　
(

)
　
南
青
洲
病
院
(
佐
藤
∵
山
川
医
院
(
遠
藤
　
伊
藤
)

⑳
文
化
交
流
活
動
実
行
委
員
会

(
委
員
長
)
1
1
1
沢
　
祥
子
(
い
の
け
医
院
)

(
副
委
員
長
)
柳
沼
　
正
■
(
う
え
と
医
院
)

(
委
　
　
員
)
広
田
医
院
(
外
崎
)
　
札
幌
北
檎
病
院
(
酒
井
　
二
嶋
)

●

(
副
委
員
長
)
佐
藤
　
　
功
(
光
星
泌
尿
器
科
医
院
)

へ
委
　
　
員
)
札
幌
東
ク
リ
ニ
ッ
ク
(
佐
々
木
)
　
仁
愛
会
外
科
ク
リ
エ
ソ
グ
　
(
辛

崎
･
壷
　
手
稲
渓
仁
ム
轟
院
(
棚
田
)
･
中
野
医
院
(
新
山
･
福
原
)

は
ま
な
す
外
科
病
院
〔
出
中
)
　
南
l
粂
病
院
(
I
:
七
光
･
伊
藤
二
]
同
E
:

小
間
)
　
清
E
泌
尿
器
科
(
木
村
)
.
札
幌
北
ク
リ
ニ
ッ
ク
(
T
t
=
岡
)
･

1
R
札
幌
鉄
道
病
院
(
我
妻
)

◎
編
集
委
員
会

へ
委
員
長
)
佐
藤
　
　
功
(
光
量
泌
尿
器
科
医
院
)

(
副
委
員
長
)
梅
田
　
　
明
(
N
T
T
札
幌
病
院
)

(
要
　
　
員
)
札
幌
北
ク
リ
ニ
ッ
ク
(
村
木
　
金
丸
)
　
光
星
泌
尿
器
科
医
院
〔
堀
升
)

う
え
と
医
院
(
柳
沼
)
･
河
口
内
科
ク
リ
ニ
ッ
ク
(
高
道
)

◎
道
腎
脇
派
退
役
月

(
運
営
委
員
)

会

　

　

　

長

副

　

会

　

長

事
務
局
長

事
務
局
次
長

運
営
委
員

〃〃

会

　

　

　

計

(
幹
　
　
事
)

岩

崎

　

　

薫

鈴
木
　
啓
三

洋
内
　
繁
雄

桟

　

　

　

勇

三
上
留
美
子

堀
井
　
和
彦

宮
本
　
好
和

柳
沼
　
L
i
=
l

村
本
　
徳
雄

幌
繭
病
院
(
戸
出
　
大
山
)
　
仁
倫
全
病
院
(
竹
越
)

桑
園
中
央
病
院

(
本
田
)
　
札
幌
北
ク
リ
ニ
ッ
ク
(
金
丸
)
･
官
の
森
記
念
病
院
(
川
村
)

て
い
ね
泌
尿
器
科
(
三
浦
)

◎
臓
器
提
供
者
拡
大
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
実
行
委
員
会

(
委
員
長
)
柳
沼
　
正
一
(
う
え
と
医
院
)

(
会
計
監
査
)

明

(
渡
井
医
院
)

(
札
幌
北
ク
リ
ニ
ッ
ク
)

(
仁
橡
会
病
院
)

(
清
田
泌
尿
器
科
)

(
南
　
桑
病
院
〕

(
北
星
泌
尿
器
科
医
院
)

(
北
三
条
泌
尿
器
科
ク
リ
ニ
ッ
ク
)

(
う
え
と
医
院
)

へ
札
幌
北
ク
リ
ニ
ッ
ク
)

(
石
川
医
院
)

(
北
橡
病
院
)

(
N
T
T
札
幌
病
院
)

棚
田
ま
ゆ
み
　
(
田
島
ク
リ
二
ソ
ク
)



札
幌
腎
臓
病
患
者
友
の
会
会
則
改
正
　
(
莱
)

第
1
章
　
総
　
　
則

(
名
称
及
び
事
務
局
)

第
1
粂
　
本
会
は
札
幌
腎
臓
病
患
者
友

の
会
(
略
称
　
札
幌
腎
友
会
)

と
称
す
る
｡

2
本
会
の
事
務
局
は
札
幌
市
内

に
置
く
｡

(
組
　
　
織
)

第
2
条
　
本
会
は
腎
臓
病
患
者
と
そ
の

家
族
を
も
っ
て
構
成
す
る
0

2
本
会
は
北
海
道
腎
臓
病
愚
才

連
絡
鼠
議
会
(
略
称
　
道
腎

協
)
　
へ
加
盟
す
る
と
と
も
に

社
団
法
人
全
国
腎
臓
病
協
議

会
(
略
称
　
全
腎
協
)
　
及
び

財
団
法
人
北
海
道
難
病
連

(
略
称
　
道
難
病
連
)
　
へ
も

道
腎
協
を
通
し
て
加
盟
す
る
0

第
2
章
　
目
的
及
び
事
業

へ

目

　

　

的

)

第
3
条
　
本
会
は
会
員
相
有
の
親
睦
と

交
流
を
計
り
腎
臓
病
患
者
の

健
康
の
維
持
増
進
と
生
活
の

質
的
向
上
を
計
る
こ
と
を
目

的
と
す
る
o

(
事
　
　
業
)

策
4
条
　
本
会
は
前
条
の
目
的
を
達
成

す
る
た
め
次
の
事
業
を
行
う
0

3
会
員
拡
大
と
組
織
強
化
に
関

す
る
事
業

㈹
会
員
相
有
の
親
陸
交
流
に
関

す
る
専
業

榔
仏
報
に
関
す
る
事
業

仙
疾
病
に
関
す
る
医
学
知
識
の

学
胃

㈲
会
員
の
福
利
厚
生
'
福
利
増

進
に
関
す
る
事
業

㈲
関
係
勝
間
又
は
団
体
と
の
連

絡
S
そ
の
他
目
的
を
達
成
す
る
た

め
必
嬰
な
事
業

第
3
章
　
会
　
　
員

(
種
　
　
別
)

第
5
条
　
本
会
の
兵
員
は
次
の
二
種
と

し
'
正
会
員
の
克
総
会
に
お

け
る
議
決
権
を
有
す
る
｡

●

山
正
会
員
　
本
会
の
趣
旨
に
賛

同
し
て
入
会
し
た
腎
臓
病
患

者
で
あ
る
こ
と

㈱
賛
助
会
員
　
本
会
の
事
業
を

賛
助
す
る
た
め
に
入
会
し
た

個
人
史
は
団
体
と
す
る

(
入
　
　
会
)

第
6
案
　
正
会
員
及
び
賛
助
会
員
と
し

て
入
会
し
ょ
う
と
す
る
名
は
'

入
会
申
込
吾
に
別
に
定
め
る

会
費
を
添
え
て
'
各
施
設
幹

事
を
通
し
て
'
又
は
直
接
事

頗
r
3
に
提
出
し
た
と
き
か
ら

会
員
と
す
る
o

(
退
　
　
会
)

第
7
桑
　
止
会
員
及
び
賛
助
会
員
は
'

各
施
設
幹
事
を
通
し
て
､
又

は
事
務
局
に
直
接
退
会
届
を

提
出
し
任
意
に
退
会
す
る
事

が
で
き
る
｡

2
　
死
亡
し
た
と
き
D

3
会
員
が
こ
の
会
の
名
誉
を
傷

つ
け
'
又
は
目
的
に
反
す
る

行
為
を
し
た
と
き
'
幹
事
会

に
囲
っ
て
退
会
さ
せ
る
事
が

で
き
る
｡

●

第
4
章
　
役
　
　
員

第
8
条
　
本
会
の
円
滑
な
運
営
を
図
る

た
め
'
次
の
役
員
を
置
く
0

m
会
長
一
名

㈱
副
会
長
　
若
干
名

仰
事
務
L
E
7
長
　
1
名

付
事
腐
L
?
次
長
　
若
丁
名

㈲
幹
事
　
各
施
設
若
丁
名

㈱
会
計
一
名

S
会
計
監
香
役
　
二
名

2
前
項
の
選
出
に
お
い
て
幹
事

は
各
施
設
ご
と
に
選
目
さ
れ
'

そ
の
他
の
′
役
員
は
役
員
の
官

選
に
よ
る
｡

3
役
員
の
任
期
は
二
年
と
し
､

再
選
を
妨
げ
な
い
｡
ま
た
､

中
途
補
充
に
上
り
選
出
さ
れ

た
役
員
の
′
仔
期
は
前
任
者
の

残
任
期
間
と
す
る
｡

4
役
員
は
辞
任
丈
は
任
期
満
了

後
に
お
い
て
も
へ
後
任
者
が

就
任
す
る
ま
で
は
､
そ
の
職

務
を
わ
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な



5
役
員
は
本
会
の
運
営
に
支
障

を
及
ぼ
す
こ
と
の
な
い
場
合

に
限
り
､
道
腎
脇
又
は
全
腎

協
若
し
く
は
他
の
役
員
を
兼

任
す
る
こ
と
が
で
き
る
｡

6
各
種
事
業
の
円
滑
推
進
を
図

る
た
め
'
事
業
ご
と
り
実
行

委
員
会
を
机
織
運
営
す
る
こ

と
が
で
き
る
D

(
役
員
の
任
務
)

第
9
粂
　
会
長
は
会
を
代
表
し
'
会
務

を
総
括
す
る
｡

2
副
会
長
は
会
長
を
補
佐
し
会

長
に
事
故
あ
る
と
き
は
､
こ

れ
を
代
耳
す
る
と
と
も
に
各

事
業
部
門
を
分
担
運
営
す
る
｡

3
事
務
局
長
は
'
会
議
の
企
両

立
案
'
各
種
事
業
を
推
進
し
'

事
務
全
般
を
総
括
す
る
｡

4
事
務
局
次
長
は
事
務
局
長
を

補
佐
L
t
各
種
事
業
の
円
滑

推
進
に
寄
与
す
る
｡

5
幹
事
は
'
各
地
段
の
正
会
員

の
代
表
で
あ
り
'
幹
事
会
を

構
成
し
'
各
種
行
事
の
′
案
内
､

出
火
､
斡
旋
の
取
り
ま
と
め
へ

会
費
の
徴
収
､
榛
関
紙
の
配

布
へ
各
種
連
絡
に
寄
チ
す
る
｡

6
会
計
は
本
会
の
収
支
状
況
の

●
建
坪
を
行
い
'
総
会
に
お
い

て
会
計
報
告
を
L
t
承
認
を

う
け
る
｡

7
会
計
監
香
役
は
､
年
度
末
に

現
金
出
納
簿
'
関
係
書
頬
を

監
査
し
'
幹
事
会
及
び
総
会

に
お
い
て
結
果
を
報
告
す
る
Q

第
5
章
　
会
　
　
議

(
種
　
　
別
)

第
1
0
条
　
本
会
の
会
議
は
次
の
通
り
と

す
る
｡

山
総
会

仏
幹
事
会

(
総
　
　
会
)

第
1
 
1
粂
　
総
会
は
会
の
最
高
議
決
機
関

で
あ
っ
て
､
牛
一
回
前
年
度

の
会
計
期
間
終
了
後
'
す
み

や
か
に
会
長
が
召
集
す
る
0

2
　
臨
時
総
会
は
会
長
が
必
要
と

認
め
た
と
き
'
又
は
会
員
の

五
分
の
一
以
卜
の
要
請
が
あ

っ
た
と
き
召
集
す
る
こ
と
が

で
き
る
D

S
総
会
は
正
会
員
を
も
っ
て
構

成
す
る
｡

4
総
会
は
正
会
員
の
過
半
数

(
委
任
状
'
文
書
出
席
を
含

●

む
)
　
の
肘
席
を
も
っ
て
成
立

す
る
｡

(
総
会
委
任
)

第
1
2
条
　
総
会
当
日
'
や
む
を
得
な
い

理
由
で
出
席
で
き
な
い
正
会

員
は
総
会
の
運
営
上
､
各
施

設
幹
事
に
そ
の
権
限
を
委
任

す
る
も
の
と
し
､
こ
の
場
合

幹
事
の
出
席
を
も
っ
て
'
正

会
員
は
出
席
し
た
も
の
　
(
香

任
状
提
出
者
)
　
と
み
な
す
｡

(
幹
事
会
)

第
1
3
粂
　
幹
事
会
は
総
会
に
次
ぐ
'
議

決
機
関
で
あ
っ
て
年
二
回
以

上
開
催
す
る
0

2
幹
事
会
は
幹
事
と
他
の
役
員

を
も
っ
て
構
成
し
､
構
成
員

へ
委
任
状
を
含
む
)
　
の
半
数

以
上
の
出
席
を
も
っ
て
成
立

す
る
｡

(
会
議
の
議
長
)

第
1
4
桑
　
総
会
に
お
け
る
議
長
は
出
席

し
た
正
会
員
か
ら
選
H
L
､

幹
事
会
に
お
け
る
議
長
は
原

則
と
し
て
会
長
が
務
め
る
も

の
と
す
る
｡

(
会
議
の
議
決
)

第
1
5
粂
　
会
議
に
お
け
る
議
事
の
議
決

は
'
原
則
と
し
て
賛
否
に
上

ら
ず
'
相
互
の
意
見
を
尊
重

し
な
が
ら
'
十
分
な
議
論
を

す
る
も
の
∴
と
し
､
や
む
な
く

議
決
の
必
要
が
生
じ
た
場
合

は
'
出
席
者
の
′
過
半
数
の
賛

成
を
も
っ
て
議
決
L
t
　
可
否

同
数
の
場
合
は
議
長
が
決
す

る
o

(
総
会
'
幹
事
会
付
議
事
項
)

第
1
6
粂
　
総
会
'
幹
事
会
に
必
ず
付
議

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
事
項

は
次
の
通
り
と
す
る
｡

肘
会
則
の
改
正
に
関
す
る
こ
と

㈱
事
業
経
過
　
計
画
へ
収
支
決

算
　
予
算
'
役
員
の
承
認
'

会
計
監
査
に
関
す
る
こ
と

第
6
章
　
会
　
　
計

(
経
　
　
費
)

第
1
7
粂
　
本
会
の
経
費
は
'
会
費
及
び

寄
附
金
丈
は
そ
の
他
の
収
入

に
よ
っ
て
賄
う
｡

(
会
　
　
費
)

第
1
8
粂
　
L
i
=
会
員
及
び
賛
助
会
員
は
､

会
則
に
定
め
る
会
費
を
納
入

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
｡

2
会
費
は
会
員
ひ
と
り
当
り
'

年
額
｣
ハ
千
円
(
内
訳
　
札
幌



腎
友
人
ム
千
八
■
白
日
､
道
腎
臨

二
千
四
百
円
､
全
腎
協
千
八

百
円
)
と
し
中
途
入
会
者
は
'

月
割
(
月
額
五
百
円
)
計
算

と
す
る
0

3
会
費
納
入
は
原
則
と
し
て
新

年
度
の
早
い
時
期
に
す
み
や

か
に
納
入
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
｡

4
一
旦
納
入
し
た
会
費
及
び
拠

出
金
品
は
'
収
支
予
算
上
真

人
な
支
障
を
及
ぼ
す
た
め
'

こ
れ
を
　
切
返
戻
し
な
い
｡

(
会
計
年
度
)

第
1
9
条
　
本
会
の
会
計
年
度
は
毎
年
四

月
一
日
に
始
ま
り
翌
年
三
月

三
十
一
口
に
終
わ
る
｡

(
現
金
H
納
簿
及
び
関
係
書
類
)

第
2
0
条
　
本
会
の
′
収
支
状
況
を
記
録
し

た
現
金
出
納
簿
及
び
関
係
書

類
は
'
総
会
に
お
い
て
監
査

報
告
を
受
け
､
承
認
さ
れ
た

の
ち
､
三
年
間
保
存
し
な
け

れ
は
な
ら
な
い
｡
そ
の
後
は

焼
却
処
分
と
す
る
.

第
7
章
　
簿
　
　
冊

(
会
則
及
び
役
員
名
簿
)

第
2
 
1
粂

23

本
会
の
会
員
名
簿
は
'
入
会

甲
込
書
を
綴
り
事
務
局
で
常

に
記
録
整
備
し
､
持
出
し
禁

止
と
す
る
D

本
会
の
役
員
名
簿
を
作
成
し

二
年
に
l
凹
役
員
に
配
布
し
､

永
久
侃
存
す
る
も
の
と
す
る
｡

役
員
及
び
会
員
は
'
名
簿
記

(磨
第
2
4
条

載
事
項
に
変
更
が
生
じ
た
と

き
は
'
速
や
か
に
事
務
局
に

連
絡
す
る
も
の
と
す
る
｡

(
会
則
綴
)

第
2
2
条
　
本
会
の
会
則
を
会
則
綴
り
に

保
管
し
'
改
正
の
都
度
記
録

を
綴
り
永
久
保
存
す
る
も
り

と
す
る
0

第
8
章
　
表
彰
及
び
慶
弔

(
表
　
　
彰
)

第
2
3
条
　
本
会
に
長
年
入
会
し
'
多
人

な
功
績
が
あ
っ
た
と
認
め
ら

れ
る
会
員
は
'
幹
事
会
の
決

定
に
よ
り
'
会
長
表
彰
を
授

与
し
､
丈
は
通
腎
協
の
感
謝

状
を
上
申
す
る
こ
と
が
で
き

る
｡

2
本
会
が
五
年
こ
と
に
行
っ
て

い
る
記
念
式
典
に
於
い
て
正

●

会
員
で
ト
牛
へ
一
`
十
年
'
二

卜
五
年
､
三
十
年
の
長
期
透

析
者
に
は
'
そ
の
労
苦
を
た

た
え
記
念
品
を
そ
え
て
表
彰

す
る
D

弔
)本
会
の
会
員
が
結
婚
も
し
-

は
､
死
亡
し
た
場
合
で
､
そ

の
施
設
の
幹
事
か
ら
､
儀
式

に
ま
に
あ
う
よ
う
連
絡
を
受

け
た
時
は
'
祝
電
又
は
弔
電

を
打
つ
事
と
す
る
｡

本
会
の
′
役
員
及
び
旧
役
員
が

亡
-
な
っ
た
場
合
で
本
会
に

多
大
な
功
績
が
あ
っ
た
と
認

め
ら
れ
た
時
は
'
会
長
の
判

断
で
弔
電
の
他
に
香
典
(
有

千
円
)
　
を
出
す
こ
と
が
で
き

∴
･

本
会
の
会
則
は
一
九
七
四

(
附
和
四
十
九
年
)
　
パ
月
一

口
か
ら
施
行
｡

一
九
九
°
(
平
成
二
)
年
四

月
十
五
日
一
部
改
正
　
(
会

費
年
馳
E
:
千
二
百
円
か
ら
六

千
円
)

仏
l
九
九
1
1
　
(
平
成
四
)
年
四

月
　
九
日
一
部
政
正
　
(
会

計
監
事
か
ら
会
計
監
査
)

㈱
l
九
九
七
(
平
成
九
)
年
有

月
十
`
日
一
部
改
正
　
(
専

務
局
次
長
若
干
名
増
)

榔
l
九
九
八
(
平
成
十
)
年
貢

月
十
日
大
幅
改
心
=

第
9
章
　
付
　
　
則

(
会
則
の
改
止
)

第
2
5
条
　
本
会
の
会
則
の
改
正
は
'
幹

事
会
に
お
い
て
審
議
し
､
総

会
に
お
い
て
出
席
者
の
過
半

数
の
同
意
が
な
け
れ
ば
改
正

す
る
こ
と
が
で
き
な
い
も
の

と
す
る
o

●



施設別会費納入者数

棉着公園駅前クリニック5 �17 俚):��8���32 �3B�3��

いのけ医院27 �31 倅�y�9V����32 

うえと医院79 劍�8�倅Ig儼����19 �#��B�

H.Nメディック北広島9 劔�h腦g�5H985ﾘ8�5YV����6 

H-Nメディック新札幌2431 剩･(腦g�59;儼����610 

NTT札幌病院713 剳)4���腦g儼���3B�

小笠原クリニック43 劒Y�ﾘ芥檍､��4�8ｨ6ｨ6(4�#S#��

兼古循環器クリニック1413 劔�ﾙjｹ�9V���s�sB�ﾄｸ��(h匯V���c�b�

河U内科ク1)ニック56i 

北三条泌尿器科クリニック.12 �15 �698x4�8ｨ6ｨ6(4��61;58 

清田泌尿器科1615 劍,H*(,ｹNYD�ｮﾘ怎�"�

!勤医協中央病院 塔2�103 偃�譏���ﾘ檠V������r�

クボタ泌尿器科クリニック �4 �(inﾈ�����45 倡���｢�

クリニック198札幌23 芸術の森泌尿器j斗5 �25 ��h鯖68�8���12 

13 �,ﾘ-ﾈ,�+x､��8���5 

光星泌尿器科医院17 �15! 儘ﾉ68�8���ll 

幌南病院18 �21 冉ｸ､9;儂YD�ｮﾘ怦ｴﾉD�����75 

サン内科外科病院6 �5 13 ��Y69>�怏V����2 

坂泌尿器科病院.12 劔>ﾈ耳��V����61;81 

札幌北クリニック ���B�107 亶ｸ,ﾉ�斡ﾉD�����44 鼎"��B�

札幌厚生病院 途�20 伜)gｸ�8���6闔H�8���ｨﾌ)�ﾈ檍蹴�2 

札幌セントラ)レクl)ニック ��"�30 2 44 �44 鼎B��B�B�2�

札幌中央病院 �2��13 4 

札幌東クリニック45 劍裴�檍蹴�

合計 ��ﾃ��c�ﾃ3#2�



文書発言用紙

氏名 ��男.女 僖驃貶ﾜ��

住所 �� T 

電話 ��病院名 ��

会員は文書で意見を述べる事ができますo活動方針に対し､ご意見の 

ある方は､この用紙にご意見を書いて5月5日までにお送り下さいo 

(送付先:〒065-0018札幌市東区北18集束1丁目喫茶クインテス内 

札幌腎措病患者友の会宛TEL741-4578) 
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発
行
人
　
北
海
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身
体
障
害
者
団
体
定
期
刊
行
物
協
会
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